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小松崎 翔太さん

　本日は、私たちのためにこの

ような盛大な式典を開催してい

ただき、誠にありがとうざいま

す。また、お祝いと激励の言葉

をいただきました美浦村長様を

はじめとするご来賓の方々、ご

出席いただいた皆様に心より感

謝申し上げます。

　私たちは「新成人」として新

たな人生のスタートラインに立

ちました。これから社会の一員として自立する喜びを感

じるとともに、責任と重圧で押し潰されてしまうのでは

ないかと不安でいっぱいです。また、ここに立っている

一人一人にも将来に対するそれぞれの思いがあるかと思

います。

　私たちは、たくさんの「支え」のおかげでここまで成

長することができました。今日を迎えるまでに何度も助

けてもらい、それが自分の励みとなりました。時には厳

しく、時には優しく熱心にご指導くださった先生方。ど

んなに些細なことでも、先生方は親身になって相談にの

ってくださいました。先生方から教わったことは今でも

自分の糧となっています。また、今日ともに成人式を迎

えることができた友達。心が折れそうな時も皆さんのお

かげで頑張ることができました。皆さんと出会えたこと

は、一生の宝です。そして何よりも、一番近くで自分た

ちの成長を見届けてくれた家族。今まで数えきれないほ

どの迷惑をかけてきました。立派な大人になって家族を

支えることが一番の恩返しだと思っています。

　生まれ育った緑豊かなこの美浦村で、仲間とともに成

人式を迎えられたことを誇りに思います。私たちはまだ

まだ未熟者です。一人前の大人になって社会に貢献でき

るように自分の夢や目標に向かって日々精進していく所

存です。そして先生方や友達、両親や家族への感謝と新

成人としての決意を忘れず、これからも強くたくましく

生きていくことをここに誓い、成人者代表の挨拶とさせ

ていただきます。

成人者代表謝辞成人者代表謝辞

　

１
月
７
日
、
中
央
公
民
館
に

て
平
成
３０
年
美
浦
村
成
人
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た

新
成
人
は
１
７
５
名
（
男
性
９９

名
、
女
性
７６
名
）
。
式
典
に
は
１

３
３
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
た
ち
は
旧
友
と
の
再
会

を
喜
び
、
会
場
に
は
希
望
に
満

ち
た
爽
や
か
な
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
中
島
村
長
が
「
若

者
ら
し
さ
を
活
か
し
、
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
、
や
り
た
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
。
若
者

の
力
は
社
会
を
変
え
る
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。
」
と

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま

し
た
。
ま
た
、
美
浦
中
学
校
の

恩
師
も
多
数
出
席
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
の
生
徒
た
ち
が
立
派
に

式
典
に
臨
む
姿
を
感
慨
深
そ
う

に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
新
た

な
門
出
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

１
月
７
日
、
中
央
公
民
館
に

て
平
成
３０
年
美
浦
村
成
人
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た

新
成
人
は
１
７
５
名
（
男
性
９９

名
、
女
性
７６
名
）
。
式
典
に
は
１

３
３
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
た
ち
は
旧
友
と
の
再
会

を
喜
び
、
会
場
に
は
希
望
に
満

ち
た
爽
や
か
な
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
中
島
村
長
が
「
若

者
ら
し
さ
を
活
か
し
、
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
、
や
り
た
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
。
若
者

の
力
は
社
会
を
変
え
る
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。
」
と

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま

し
た
。
ま
た
、
美
浦
中
学
校
の

恩
師
も
多
数
出
席
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
の
生
徒
た
ち
が
立
派
に

式
典
に
臨
む
姿
を
感
慨
深
そ
う

に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
新
た

な
門
出
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

美

浦

村

成

人

式

輝
か
し
い
前
途
を
祝
し
て
！

輝
か
し
い
前
途
を
祝
し
て
！
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　本日は、私たちのためにこのような盛大な成人式を開催

していただき、誠にありがとうございます。こうして成人

を迎えられたのも育ててくれた家族と見守ってくださった

学校や地域の皆さまのおかげです。

　新成人の皆さんは、今どのような思いで、このハレの場

に立っていますか。いよいよ成人になるのだという気概や

懐かしい友人との再会にワクワクする気持ち、様々な思い

が胸にあると思います。そんな皆さんの表情やお世話にな

った先生方の顔を見ると、この壇上に立つ緊張もほぐれ、

まるで中学生のころに戻ったような気分になります。皆さ

んはあの頃から今日にいたるまでどのくらい成長できまし

たか。大人の仲間入りをした実感はありますか。正直なと

ころ私にはまだ実感がありません。自分で何かを成し遂げ

たことよりも人から教わることのほうが多く、今年から大

学三年生になりますが、専門分野の入り口にやっと入った

ばかりで、大人になるのはまだまだ先のことのように感

じます。それでも昨年は、少しでも成長するため

にサークルの会長を務め、人を信用し仕事を

任せることや、みんなをまとめ企画を遂行

することの難しさが分かり、自分のいた

らないところを見つけることができま

した。皆さんも職場や学校で指導を受

けること、自分の力不足を痛感するこ

ともあるでしょう。未熟なところと向

き合ってベストを尽くすことで、少し

　本日はこのような盛大な式典を開催していただき誠に

ありがとうございます。また、お忙しいなかご臨席

いただきました来賓の方々にも重ねて御礼を申

し上げます。本日、私たちは無事に成人を

迎えることができ、地元を離れている私

としては、久しぶりに再会した同級生た

ちの成長した姿を見て、大変嬉しく、

また懐かしさを感じております。　　

　 さて、私はこの日を迎えるにあたり、

この２０年間を振り返ってみました。す

ると私の人生は、多くの人に出会い、

支えられていました。その出会いの中で

多くのことを学び、感じ、経験してきま

した。このような経験は私自身を大きく成

長させてくれました。成人を迎えた今、「一人前

の大人」になれたと言える自信はありません。それ

でも今日、胸を張ってこの場に立っていられるのは、こ

のような経験を与えてくれた人たちに、そして苦楽を共

にし今日成人を一緒に迎えたこの仲間たちに出会えたか

らです。「人と人の出会いに感謝する」成人を迎えた今だ

からこそ、このことを大切にしていきたいと強く思いま

した。私たちの人生はまだ始まったばかりです。これか

らも多くの人に出会うでしょう。これからは自由と責任

に満ちた大人たちの社会を生き

ていく私たちですが、どんな時

もこれまでの出会いに感謝し、

これからの出会いを大切にして

いきたいと思います。

　最後になりますが、これまで

支えてくれた両親をはじめとす

る方々に感謝を申し上げて、新

成人代表の意見発表とさせてい

ただきます。

　本日はこのような盛大な式を開いていただき、

本当にありがとうございます。

　私は、この日を迎えるにあたって２０年間を振り返って

みました。私は、ここまで育ててくれた両親をはじめ、

私と関わってくださった方々に感謝いたします。学生で

ある今、成人の自覚を初めて持つのは社会に出てからな

のだと思います。今は、今できることを精一杯行いたい

と思います。人によって様々だと思いますが、私として

は、一生付き合っていけるような人との繋がりを持つこ

とや、自分の価値観や感性を磨

くこと、ぶれない自分を持つこ

となど、社会でやっていける力

を身に付けることが今できるこ

とだと考えています。

　まだまだ未熟ですが、今でき

ることを精一杯行い、社会人と

しての準備をして責任を持って

これからの生活を見直していき

たいと思います。

実行委員さんお疲れさまでした

知久 涼兵さん

鈴木 彩緒里さん

青野 太一さん

ずつでも立派な大人に近付いてい

けるのだと思います。

　現在、私は大学で植物の基礎か

ら最新の研究まで幅広い内容の講

義を受けています。テストや課題

に追われることもありますが、興

味のある分野について色々なこと

を学べて楽しいです。皆さんもそ

れぞれに選んだ道で、やりたい事

や叶えたい夢に向かって日々頑張

っていると思います。日々の仕事や夢への課題、一つ一つ

を乗り越えて少しずつ進んでいきましょう。

夏ごろから成人式に向けて準備をしてくれました。

・司会進行　秋元 隆峰さん・星野 江梨さん

・ビデオ作成　吉原 知宏さん

・開式の辞・閉式の辞　若林 優花さん

・ピアノ伴奏　佐藤 光里さん

新成人の

主張

新成人代表の３名が意見

発表を行いました。
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な
お
、
交
付
期
間
中
は
、
年
度
ご
と
に

奨
励
金
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

【
添
付
書
類
】

①
住
民
票
謄
本
（
続
柄
記
載
の
あ
る
も
の
）

②
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

③
住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書

④
定
住
誓
約
書

⑤
村
税
等
納
入
状
況
確
認
承
諾
書

⑥
定
住
促
進
奨
励
金
に
係
る
共
有
名
義
者

　

同
意
書

※
同
意
書
は
、
申
請
に
係
る
土
地
・
住
宅

が
共
有
名
義
の
場
合
に
必
要
で
す
。

【
交
付
申
請
書
の
申
請
期
間
】

　

当
該
課
税
年
度
の
固
定
資
産
税
を
完
納

し
た
日
か
ら
年
度
末
３
月
３１

日
ま
で
。

※
役
場
閉
庁
日
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
請
例　

平
成
２８

年
１
月
２
日
〜
平
成

　

２９

年
１
月
１
日
の
間
に
住
宅
を
取
得
し

　

た
場
合
の
奨
励
金
の
申
請
期
間
は
、
平

　

成
２９

年
度
課
税
の
固
定
資
産
税
を
完
納

　

し
た
日
か
ら
平
成
３０

年
３
月
３１

日
ま
で
。

　

美
浦
村
で
は
、
定
住
人
口
の
増
加
促
進

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

た
め
、「
美
浦
村
定
住
促
進
条
例
」
を
制
定

し
、
村
内
に
取
得
し
た
新
築
住
宅
ま
た
は

中
古
住
宅
に
継
続
し
て
居
住
さ
れ
た
方
に
、

住
ん
で
い
る
家
と
そ
の
敷
地
に
課
税
さ
れ

る
固
定
資
産
税
相
当
額
を
基
本
と
す
る
定

住
促
進
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
奨
励
金
の
申
請
期
間
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
は
「
当
該
課
税
年
度
の
年
度
末
３

月
１
日
〜
３１

日
」
で
し
た
が
、
昨
年
度
か

ら
「
当
該
課
税
年
度
の
固
定
資
産
税
を
完

納
し
た
時
点
か
ら
年
度
末
３
月
３１

日
」
の

間
、
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
２５

年
１
月
２
日
〜
平
成
２９

年
１
月

１
日
ま
で
に
取
得
し
た
住
宅
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
相
続
に
よ
り
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
を

　

除
き
ま
す
。

　

居
住
す
る
た
め
に
美
浦
村
に
住
宅
を
新

築
ま
た
は
購
入
し
、
そ
の
住
宅
に
美
浦
村

の
住
民
と
し
て
定
住
す
る
方
が
、
定
住
促

進
奨
励
金
交
付
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
世
帯
に
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

・

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

　

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

　

７７

号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴

　

力
団
員

・

過
去
に
こ
の
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

・

村
税
お
よ
び
各
種
使
用
料
、
そ
の
他
村

　

の
税
外
収
入
金
を
滞
納
し
て
い
る
方

【
奨
励
金
の
額
（
年
額
）
】

　

納
付
し
た
固
定
資
産
税
の
う
ち
、「
奨
励

金
の
対
象
と
な
る
住
宅
」
お
よ
び
「
奨
励

金
の
対
象
と
な
る
住
宅
の
敷
地
」
が
申
請

者
名
義
ま
た
は
同
世
帯
の
親
族
名
義
で
あ

る
場
合
は
、
そ
の
住
宅
お
よ
び
敷
地
に
係

る
固
定
資
産
税
の
年
税
額
相
当
額
が
奨
励

金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
取
得
し
た
住
宅
に
よ
り
奨
励

金
の
限
度
額
が
次
の
と
お
り
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

・

新
築
住
宅
…
年
額
２０

万
円
ま
で

・

中
古
住
宅
…
年
額
１０

万
円
ま
で

【
奨
励
金
の
交
付
期
間
】

　

原
則
３
年
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
４
年

目
以
降
も
同
世
帯
に
義
務
教
育
終
了
前
の

子
が
い
る
場
合
に
は
最
長
５
年
ま
で
延
長

さ
れ
ま
す
。

※
交
付
期
間
は
該
当
物
件
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
た
初
年
度
か
ら
起
算
し
ま

す
。

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
そ
の
年

度
分
の
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
内
に
、「
定
住
促
進
奨
励
金
交

付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

の
う
え
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
役
場
企

画
財
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
年
目
以
降
の
申
請
に
は
、「
添
付
書
類

　

②
③
④
」
の
添
付
は
不
要
で
す
。

奨
励
金
交
付
の
対
象
者

対
象
と
な
る
住
宅

奨
励
金
の
額
・
交
付
期
間

奨
励
金
交
付
ま
で
の
流
れ

〜
今
年
の
申
請
は
「
平
成
２５

年
１
月
２
日
か
ら
平
成
２９

年
１
月
１
日
ま
で
」
に
住
宅
を
取
得
し
た
方
が
対
象
で
す
〜

〜
今
年
の
申
請
は
「
平
成
２５

年
１
月
２
日
か
ら
平
成
２９

年
１
月
１
日
ま
で
」
に
住
宅
を
取
得
し
た
方
が
対
象
で
す
〜
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現
在
、
村
外
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
美
浦
村
の
土
地
を
取
得

し
て
、
そ
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
ま
す
。

美 浦 村 定住促 進奨励 金

・美浦村や霞ケ浦の魅力を「体感できる」「楽しんでいただける」「懐かしんでいただける」商品

・地域産業の振興に繋がる要素をもつ商品

・美浦村で生産・製造・加工されているもの、村内の原料を使用しているもの、村内で販売されてい

　るもののいずれかに該当する商品

・村のＰＲにつながる商品やサービスを提供できる商品

・品質および数量の面で安定供給が見込める商品（ただし期間限定・数量限定で供給可能なものは可）

※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。※詳細については、企画財政課窓口配置もしくは村ホームページ掲載の募集要項をご覧ください。

問合せ先　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

募集する返礼品 次のいずれかの要件を満たす商品

平成２９年度 ４１５件

年　度

これまでの寄附状況（平成２９年１２月末現在）

件　数

１，１１３万２千円

平成２７年度

平成２８年度

平成２６年度 ３９件

１，１２８件

６２５件

４２万５千円

２，３８０万３千円

１，７５５万８千円

金　額

美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！美浦村ふるさと応援寄附金の「返礼品」で自慢の商品を全国にアピール！

新規協力事業者募集

　平成２０年度からスタートしたふるさと納税制度。

　村では、寄附者にお贈りする返礼品のリニューアル

を平成２７年度に行い、全国の皆さまから大変ご好評を

いただいております。

　この返礼品について、ご協力いただける事業者を随

時募集しています。返礼品を通して美浦村をＰＲする

とともに、あなたの自慢の商品を全国にアピールする

絶好の機会です。ぜひ、ご検討をお願いいたします。

《
住
宅
取
得
後
、
美
浦
村
に
定
住
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
…
》

対象

現
在
、
村
外
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
美
浦
村
の
土
地
と
住
宅

を
購
入
し
ま
す
。

対象

現
在
、
美
浦
村
内
に
住
ん
で
い
ま
す
が
持
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
美
浦
村
の
土
地
を
取
得
し
て
、
住
宅
を
新
築
し
ま
す
。

対象

現
在
、
美
浦
村
内
に
住
ん
で
い
ま
す
が
持
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
美
浦
村
内
の
土
地
と
住
宅
を
購
入
し
ま
す
。

対象

美
浦
村
内
に
あ
る
親
名
義
の
住
宅
敷
地
を
分
割
し
て
自
分
名
義
に
し
、

自
分
名
義
の
住
宅
を
新
築
し
ま
す
。

対象

現
在
、
美
浦
村
内
の
持
家
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
新
た
に
美
浦
村
内

の
別
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
（
購
入
）
し
、
転
居
し
ま
す
。

現
在
、
美
浦
村
内
の
持
家
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
住
ん
で
い
る
住
宅

を
建
て
替
え
ま
す
。

美
浦
村
内
に
あ
る
住
宅
を
、
相
続
に
よ
り
取
得
し
ま
し
た
。

対象
外 対象外 対象外

美
浦
村
内
に
あ
る
親
名
義
の
住
宅
敷
地
を
分
割
し
て
、
親
名
義
の
ま

ま
の
土
地
に
自
分
名
義
の
住
宅
を
新
築
し
ま
す
。

美
浦
村
内
の
自
分
名
義
の
土
地
に
、
居
住
用
と
営
業
用
の
併
用
住
宅

を
新
築
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額
の
み
で
す
。

対象
ですが

対
象
に
な
る
の
は
、
居
住
用
部
分
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額
の
み
で
す
。

対象
ですが

ケ
ー
ス
別

ケ
ー
ス
別

【
お
問
合
せ
先
】　

役
場
企
画
財
政
課
☎
０
２
９－

８
８
５－

０
３
４
０
（
内
）
２
０
８
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

◎総務課・広報係

      ☎０２９－８８５－０３４０内線２０５

美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

村
内
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

村
内
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　１２月１６日、抜けるような青空のもと「第６回霞

ヶ浦湖畔ウォーキング」が開催されました。村文

化財センターを発着地点に、霞ヶ浦湖畔を周遊す

る１２．５㎞のコースです。また、今回は村のウォー

キング教室との合同開催とし、同教室の講師であ

る根本さん（２００３年世界陸上競歩２０㎞日本代表選

手）にも参加いただきました。６６名が参加され、

スタート前には「こんなに長い距離を歩いたこと

がないので不安」という声も聞かれましたが、先

生の指導を受けながら全員が完歩しました。

　第１０回茨城県県南チャレンジ日立杯サッカー大

会が１２月９日・１０日に土浦市新治運動公園、かす

みがうら市わかぐり運動公園で開催され、フリー

ダムサッカークラブが３年ぶり２回目の優勝を果

たしました。県南地区４年生以下の４０チームが熱

戦を繰り広げるなか、普段の練習の成果を遺憾な

く発揮することができました。

　

髙
橋
和
美
（
か
つ
み
）
さ
ん
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
村
の
保
健
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
や
木
原
小
学

校
等
、
公
共
施
設
の
調
理
室
の
包

丁
を
研
ぎ
続
け
１３
年
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
の
評
議
委
員
を
務
め
て
い

た
こ
と
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
い
る
男
の
料
理
教
室
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
こ

の
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

と
に
か
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
好

き
と
い
う
髙
橋
さ
ん
、
包
丁
だ
け

で
な
く
、
壊
れ
て
い
る
も
の
を
直

し
た
り
、
地
区
内
の
ゴ
ミ
箱
の
蓋

を
取
り
付
け
た
り
し
て
く
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
常
に
目
的
意
識
を

持
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
」
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

髙
橋
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

フリーダムサッカークラブは、サッカー好きの

仲間を歓迎します。（年中～小学４年生まで）

☎０９０－４０７４－７７９９（代表・中根）

　

１２
月
１９
日
、
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
塚
本
光

司
会
長
・
会
員
２６
名
）
が
大
谷
小
学
校
で
「
薬
物
乱

用
防
止
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
６
年

生
児
童
は
口
頭
で
の
説
明
と
映
像
で
薬
物
の
危
険
性

に
つ
い
て
学
習
し
た
あ
と
、
代
表
児
童
が
前
に
出
て
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
扮
す

る
薬
の
売
人
か
ら
の
誘
い
を
断
る
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
地
域
単
位

等
で
結
成
さ
れ
る
社
会
奉
仕
団
体
で
、

今
回
の
よ
う
に
児
童
を
対
象
と
し
た

啓
発
活
動
や
、
地
域
の
美
化
、
献
血

・
献
眼
運
動
等
、
社
会
の
た
め
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
を
重

点
活
動
に
設
定
し
て
お
り
、
毎
年
村

内
の
す
べ
て
の
小
学
校
に
赴
き
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
道
な
活
動
が

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
に
繋
が

る
と
い
い
で
す
ね
。

霞ヶ浦湖畔ウォーキング霞ヶ浦湖畔ウォーキング フリーダムＳＣ県南日立杯優勝フリーダムＳＣ県南日立杯優勝

包
丁
を
研
い
で

　
　
　
　
　

１３
年
！

包
丁
を
研
い
で

　
　
　
　
　

１３
年
！
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　１２月１９日、木原小学校が金銭教育の一環として行って

いる「キッズ☆カンパニー」の社長である６年生４名が

村長室を訪れ、村産業文化フェスティバルで得た売上金

の一部１１，３６６円を「税金」として村に寄付しました。

　この取組は美浦村商工会青年部等の協力のもと４年前

から行われており、今年は６年生４１名が４つの模擬会社

を設立し、材料の栽培から商品の企画・販売まで、現実

さながらの事業活動を行いました。児童たちは「会議を

して会社がなぜまとまらないのかを話し合い改善した」

「ホットケーキミックスは１袋で作れる数が毎回違うか

ら材料の計算が大変だった」等、経験したことや気付い

たことをしっかりと報告しました。中島村長は「将来を

見据える学習になったのでは。みなさんの将来に大きな

期待を抱いています」と言葉をかけていました。

キッズカンパニー社長が納税にキッズカンパニー社長が納税に

酔
っ
た
ふ
り
し
て
座
を
盛
り
上
げ
る
下
戸
の
親
父
の
隠
し
芸　
　
　

田
島
草
実

酔
っ
て
帰
れ
ば
気
遣
い
み
せ
た
妻
も
今
で
は
高
い
び
き　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

酔
え
ば
陽
気
に
歌
な
ど
歌
い
醒
め
り
ゃ
無
口
な
昭
和
父　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

酔
い
が
言
わ
せ
る
夫
の
愚
痴
を
受
け
て
優
し
く
包
む
妻　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

せ
め
て
酔
い
た
や
楽
し
き
夢
に
音
色
寂
し
き
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　

山
口
壱
路

酔
い
が
乗
せ
て
く
故
郷
の
空
に
飯
場
男
の
夢
の
中　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

酔
っ
た
ふ
り
し
て
あ
な
た
の
胸
に
夢
は
無
情
に
覚
め
て
消
え　
　

長
谷
川
悦
子

ジ
ャ
ン
プ
、ス
ピ
ン
と
華
麗
な
演
技
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
酔
い
し
れ
る　

伊
藤
葉
子

酔
っ
て
炬
燵
に
背
中
の
丸
い
偲
ぶ
父
母
初
夢
の
中　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

気
品
あ
ふ
れ
て
格
調
高
い
舞
い
の
姿
に
酔
い
痴
れ
る　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

酔
い
は
一
晩
後
悔
一
生
妻
の
言
葉
を
か
み
し
め
る　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

好
き
な
仲
間
と
音
楽
談
議
酔
い
も
手
伝
い
盛
り
上
が
る　
　
　
　
　

木
村
幸
子

酔
っ
て
討
論
在
り
し
日
笑
う
同
じ
話
で
笑
い
合
う　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

仕
事
疲
れ
も
一
杯
飲
み
屋
徳
利
増
え
れ
ば
酔
い
心
地　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

電
車
下
り
た
ら
北
風
受
け
て
酔
い
が
す
っ
か
り
覚
め
ち
ゃ
っ
た　

武
田
か
ず
お

観
音
の
咫
尺
に
侘
助
燃
え
盛
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

騎
初
の
馬
衣
び
ょ
う
び
ょ
う
と
筑
波
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

持
ち
帰
る
み
く
じ
大
吉
叶
う
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

門
松
や
侘
び
し
我
が
家
を
飾
り
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

躙
り
口
そ
ろ
り
和
の
人
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本
藻
人

竹
馬
の
後
ず
さ
り
し
て
道
教
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

去
年
今
年
憂
き
こ
と
す
べ
て
置
き
去
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

あ
ら
ど
う
も
一
声
か
け
て
除
夜
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ふ
じ
え

初
場
所
や
尽
き
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
国
技
泣
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

年
明
け
て
絵
文
字
メ
ー
ル
の
お
め
で
と
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

石
地
蔵
誰
が
供
ふ
か
飾
り
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

初
筑
波
福
分
け
受
け
る
日
差
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

静
か
な
り
初
嘶
き
や
美
浦
の
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
美
也
香

寒
く
と
も
毎
月
に
っ
こ
り
石
地
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
酔｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

こ

ぞ

こ

と

し し

せ

き

わ

び

す

け

の

り

ぞ

め

に

じ

ぐ

ち

そ
な

は
つ
い
な
な

ゆ
　

め

ば
　

い

ち

ち

は

は

美
浦
村
消
防
出
初
式

美
浦
村
消
防
出
初
式

◎
茨
城
県
知
事
表
彰　

永
年
勤
続
功
労
章
２０

年

葉
梨　

雅
人
（
第
１
分
団
）
、
宇
津
木　

俊
博
（
第
２
分

団
第
２
部
）
、
塚
本　

真
一
（
第
２
分
団
第
２
部
）
、
坪

井　

健
治
（
第
２
分
団
第
３
部
）
、
坪
井　

悟
（
第
２
分

団
第
３
部
）
、
沼
崎　

正
宏
（
第
２
分
団
第
４
部
）
、
坂

本　

克
裕
（
第
４
分
団
第
２
部
）
、
堀
越　

浩
治
（
第
７

分
団
第
１
部
）
、
平
野　

総
雄
（
第
７
分
団
第
２
部
）
、

坂
本　

賢
一（
第
１０

分
団
）
、
谷
畑　

広
行
（
第
１０

分
団
）

◎
茨
城
県
消
防
協
会
県
南
南
部
支
部
長
表
彰

　

消
防
特
別
功
労
者　
　
　
　

指
導
員　

坂
部　

正
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員　

諸
岡　

稔
征

◎
第
６８

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南

　

南
部
地
区
大
会
表
彰

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

第
３
位　
　
　
　

第
４

分
団

◎
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

　

操
法
大
会
出
場
分
団　
　
　
　
　
　
　

第
４

分
団

◎
消
友
会
会
長
表
彰

　

操
法
大
会
出
場
分
団　
　
　
　
　
　
　

第
４

分
団

◎
美
浦
村
長
表
彰　

優
良
分
団　
　
　
　

第
４

分
団

◎
美
浦
村
長
並
び
に
美
浦
村
消
防
団
長
表
彰

　

操
法
大
会
出
場
分
団
員
表
彰　
　
　

第
４

分
団
２１

名

《
敬
称
略
》

　

１
月
６
日
、
光
と
風
の

丘
公
園
で
美
浦
村
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
村
消
防
団
員

や
い
な
ほ
消
防
署
員
ら
約

２
７
０
名
が
参
加
。
姿
勢

・
服
装
・
規
律
的
な
動
作

等
を
来
賓
に
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
活
動
功

労
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ

左
記
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
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おめでとう　美浦所属馬　Ｊ・ＧⅠ　制覇！おめでとう　美浦所属馬　Ｊ・ＧⅠ　制覇！

　平成２９年１２月２３日、中山競馬場（４１００ｍ・芝コー

ス）で行われた第１４０回中山大障害において、美浦

トレーニング・センター和田正一郎厩舎所属のオジ

ュウチョウサン号が２連覇を達成しました。

　中山大障害２連覇、Ｊ・ＧⅠでは４連覇のかかっ

た今回のレース。序盤から先頭馬が後続を大きく引

き離し、後続がそれを追いかける形となりましたが、

障害を華麗に飛越しつつ、ゴールに近づくとともに

徐々に差を詰める。最終コーナーを回ったところで

はまだ差が開いていましたが、ゴール前で一気に加

速し先頭の馬をかわしてゴール。見事優勝しました。

　担当の長沼厩務員は、「もともと頭が良い馬で、パ

ワー、スピードも以前と変わらずという感じでした

が、ケガの影響が若干心配でした。馬をゲートに入

れた後は勝利を信じて、ラジオを聞いていましたが

正直先頭の馬までは届かないかと思いました。後で

映像で見たら、ゴール前で感動的に抜いてくれてい

ました。今後も感動したと皆さんに言ってもらえる

ようなレースを見せられるよう日々努力をし、良い

状態で望んでいきたい。」と語ってくれました。今後

は、馬の体力と脚の回復を優先してレースに望んで

いければとのことです。オジュウチョウサン号の今

後ますますの活躍が楽しみですね。

オジュウチョウサン号「第１４０回中山大障害」「第１４０回中山大障害」

長沼 昭利 厩務員和田 正一郎 調教師 石神 深一 騎手

美浦トレーニング・センターの開設４０周年を記念した「美浦ステークス」が中山競馬場（千葉県船橋市）

で開催されます。例年１２月に開催されておりましたが、今年は３月に開催されます。「美浦」を冠した

年に１度のレース開催にあたり、中山競馬場に１５組３０名の方をご招待します。

美浦トレーニング・センターの開設４０周年を記念した「美浦ステークス」が中山競馬場（千葉県船橋市）

で開催されます。例年１２月に開催されておりましたが、今年は３月に開催されます。「美浦」を冠した

年に１度のレース開催にあたり、中山競馬場に１５組３０名の方をご招待します。

◇応募資格　村内にお住まいの２０歳以上の方

　　　　　　※ご同伴の方も村内にお住まいの方に限りますが、年齢要件はありません。

◇定　　員　１５組３０名（定員を超えた場合は、昨年参加されていない方を優先のうえ抽選）

◇応募方法　往復ハガキに以下の必要事項を記入し、ご応募ください。

　　　　　　※お一人様につき１回のご応募のみ有効です。

・往信表面　〒３００－０４９２美浦村大字受領１５１５　美浦村役場企画財政課「美浦ステークス」観戦係

・往信裏面　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号（当日連絡の取れる番号）、同伴者の氏名・
　　　　　　住所・年齢

・返信表面　応募者の郵便番号、住所、氏名　・返信裏面　何も書かないでください。

◇応募締切　２月２８日（水）必着

◇問 合 せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０　※当落に関するお問合せには応じられません。
◇応募資格　村内にお住まいの２０歳以上の方

　　　　　　※ご同伴の方も村内にお住まいの方に限りますが、年齢要件はありません。

◇定　　員　１５組３０名（定員を超えた場合は、昨年参加されていない方を優先のうえ抽選）

◇応募方法　往復ハガキに以下の必要事項を記入し、ご応募ください。

　　　　　　※お一人様につき１回のご応募のみ有効です。

・往信表面　〒３００－０４９２美浦村大字受領１５１５　美浦村役場企画財政課「美浦ステークス」観戦係

・往信裏面　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号（当日連絡の取れる番号）、同伴者の氏名・
　　　　　　住所・年齢

・返信表面　応募者の郵便番号、住所、氏名　・返信裏面　何も書かないでください。

◇応募締切　２月２８日（水）必着

◇問 合 せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０　※当落に関するお問合せには応じられません。
往路：役場発午前８時３０分、復路：中山競馬場発午後４時３０分を予定往路：役場発午前８時３０分、復路：中山競馬場発午後４時３０分を予定

美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？

※役場から中山競馬場へ送迎します。詳細は当選者への返信ハガキでお知らせします。※役場から中山競馬場へ送迎します。詳細は当選者への返信ハガキでお知らせします。
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◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）

　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時

（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）

※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売や悪質業者に絡む各種相談）

　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

消費生活に 関 す る相 談 は

い や や

【開催日時】３月９日（金）午前９時３０分

から１１時３０分まで

【会場・受付】美浦村消費生活センター

カニの勧誘電話にご用心カニの勧誘電話にご用心

　自分の留守中に自宅へ海産物販売業者から電話があり、妻が出た。業者は自分の住所と名前を知っ

ており、「以前カタログギフトで海産物を注文した人へ連絡している。ズワイガニを６日後に代引きで

送る」と言われ、妻は事情がわからず承知したという。

 帰宅後に妻から話を聞き、電話の着信履歴に残っていた番号へ電話し、「注文を取り消したい」と伝

えたところ了承された。キャンセルできたか不安だ。　　　　　　　　　（当事者：６０歳代　男性）

【ひとこと助言】

　カニ等の海産物の勧誘電話を受け、「強引に契約をさせられた」「断ったのに商品が届いた」「キャンセルし

たいのに業者と連絡が取れない」「家族が注文したと思い返事をしてしまった」等の相談が多数寄せられて

います。

　家族が注文したか不明な場合は、本人に確認してから返事をする等、即答せずに冷静に対応することが

大切です。電話での勧誘を受けて契約した場合は、８日以内ならばクーリング・オフができます。

　業者と連絡が取れない等、不安なとき、困ったときは、早めに消費生活センター等にご相談ください。

　消費生活に関する

問合せ・相談は消費

 生活センターへ

クレジットカードの利用明細書は必ず確認しましょうクレジットカードの利用明細書は必ず確認しましょう

　クレジットカード会社から「口座残高不足」の案内が届いた。慌てて利用明細書を確認したところ、

２０万円以上の請求があり、ほとんど心当たりがない請求だった。改めて以前届いた明細書も見直して

みると、約１年間で合計６０万円ほどの利用した覚えのない請求があった。不正利用ではないかと思う。

明細書を確認していなかった非は認めるが、どうにかならないか。　　　（当事者：７０歳代　男性）

【ひとこと助言】

　クレジットカード会社から送られてくる利用明細書に、利用した覚えのない請求が含まれていたという

相談が寄せられています。

　クレジットカード会社の調査等により、第三者による不正利用だったことが分かる場合もあります。利

用明細書は必ず定期的に確認することが大切です。クレジットカードを利用した際に受け取った伝票等と

突き合わせ、確認をしましょう。利用した覚えのない請求があったら、早急にクレジットカード会社にそ

の旨を連絡しましょう。

　困ったときは、消費生活センター等にご相談ください。

　司法書士会より司法書士相談員が派

遣され、登記・相続・消費生活に関す

る相談が無料で受けられます。相談の

２日前までにご予約下さい。

司法書士による無料相談司法書士による無料相談

「自分だけは大丈夫」と「自分だけは大丈夫」と「自分だけは大丈夫」と

思っていませんか？思っていませんか？思っていませんか？思っていませんか？

身近に潜む　　　　　　　　　　　　　　を

　　　　　防ぐための役立つ情報をお届け！

身近に潜む　　　　　　　　　　　　　　を

　　　　　防ぐための役立つ情報をお届け！

（以上２件　国民生活センター「見守り新鮮情報」より
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原
状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る

場
合
や
、
罰
則
規
定
の
適
用
を
受

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
法
第
４
条
申
請

　

所
有
者
自
ら
が
、
農
地
を
農
地

以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場
合
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

▼
農
地
法
第
５
条
申
請

　

農
地
を
買
い
、
ま
た
は
借
り
受

け
て
、
農
地
以
外
の
目
的
に
供
す

る
場
合
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
の
受
付　

毎
月
２５

日
（
２５

　

日
が
土
・
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

　

そ
の
前
の
平
日
）
ま
で
に
申
請

　

の
あ
っ
た
も
の
を
、
そ
の
月
の

　

定
例
総
会
で
協
議
し
ま
す
。

　

農
地
の
改
良
と
は
、
農
地
の
効

率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
に
、
現

に
耕
作
し
て
い
る
農
地
を
盛
り
土
、

削
土
、
施
肥
等
に
よ
り
、
形
質
を

変
更
す
る
一
連
の
行
為
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　

農
地
の
改
良
を
行
う
場
合
に
は
、

事
業
を
実
施
す
る
１
カ
月
前
ま
で

　

農
地
法
で
は
、
国
民
に
対
す
る

食
糧
の
安
定
供
給
の
確
保
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
地
の
権
利

移
動
の
統
制
、
農
地
転
用
の
統
制

等
の
仕
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
目

的
で
売
買
や
貸
借

す
る
場
合
に
は
、

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
農
地
の
所
在
す
る
農
業
委
員

会
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
農

地
の
売
買
は
効
力
が
生
じ
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
対
価
を
支

払
っ
た
と
し
て
も
許
可
が
受
け
ら

れ
な
い
と
所
有
権
は
取
得
で
き
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い

て
は
、
主
に
農
業
経
営
基
盤
強
化

事
業
計
画
の
利
用
権
設
定
申
請
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
農
地
法
第
３
条
申
請
の
許
可
基

　

準
の
主
な
も
の

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

・

取
得
者
が
取
得
す
る
農
地
の
す

　

べ
て
を
耕
作
す
る
と
認
め
ら
れ

　

な
い
場
合

・

取
得
者
の
耕
作
面
積
が
現
在
耕

　

作
し
て
い
る
面
積
と
取
得
す
る

　

面
積
を
含
め
５
千
㎡
に
満
た
な

　

い
場
合

・

農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る
と

　

認
め
ら
れ
な
い
場
合

・

周
辺
の
農
地
の
利
用
に
悪
影
響

　

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

◇
申
請
の
受
付　

毎
月
２５

日
（
２５

　

日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

　

そ
の
前
日
ま
た
は
前
々
日
）
ま

　

で
に
、
申
請
の
あ
っ
た
も
の
を

　

そ
の
月
の
定
例
総
会
で
協
議
し

　

ま
す
。

　

土
地
の
用
途
を
、
農
地
か
ら
住

宅
・
工
場
・
倉
庫
・
駐
車
場
・
資

材
置
場
・
植
林
等
に
変
更
す
る
場

合
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
、
県
知
事
の

許
可
（
転
用
す
る
農
地
が
４
万
㎡

を
超
え
る
場
合
は
農
林
水
産
大
臣

と
の
協
議
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
ず
に
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転

用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
な
い
場
合
に
は
、
農
地

法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や

に
、
そ
の
農
地
の
所
在
す
る
農
業

委
員
会
に
協
議
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会

は
、
協
議
書
を
基
に
定
例
総
会
の

日
に
協
議
し
、
農
地
等
の
改
良
に

対
す
る
同
意
・
不
同
意
を
申
請
者

に
通
知
し
ま
す
。

　

農
地
を
相
続
（
遺
産
分
割
、
包

括
遺
贈
を
含
む
）
、
時
効
取
得
等
で
、

許
可
を
要
せ
ず
に
取
得
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
農
地
が
所
在
す
る
農

業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
届
出
は
農
地
の

取
得
日
か
ら
概
ね

１０

カ
月
以
内
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
内
容
に
よ
り
他
法
令
に
も

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
申
請
に
つ
い
て
、
申
請
に
必

要
な
も
の
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
経
済
課
内
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３
４

０
（
内
線
２
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

美
浦
村
農
業
委
員
会
の
定
例

総
会
は
、
原
則
、
毎
月
１０

日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
新
規
就
農
希
望
者
に
は
、
農
業

　

委
員
会
に
経
営
計
画
等
の
提
出

　

と
面
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
転
用

　

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
地
の

　

所
在
す
る
農
業
委
員
会
に
あ
ら

　

か
じ
め
届
け
出
れ
ば
、
届
出
受

　

理
書
が
通
知
さ
れ
、
許
可
を
受

　

け
な
く
て
も
転
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

農
地
の
権
利
移
動
を

農
地
の
権
利
移
動
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督促発布督促発布

地方税法第３２９条
　　　　第３７１条
　　　　第４５７条
　　　　　　　他

財産調査財産調査

地方税法第２９８条
国税徴収法第１４２条
　　　　　　　　他

財産差押え財産差押え

地方税法第３３１条
　　　　第３７３条
　　　　第４５９条
　　　　　　　他

換　価換　価

国税徴収法第６７条
　　　　　第９４条
　　　　第１０９条
　　　　　　　他

配　当配　当

国税徴収法第１２９条

　税金は、納期限までに納税者の皆さまに自主的に納めていただくもので、これが税本来の姿です。納税

者が納期限までに納税せず、督促状を送達したにも関わらず完納されない状態を「滞納」といいます。

◎村税を滞納した場合に課されるもの

・督促手数料

・延滞金（滞納額に対し、納期限後１カ月以内は特例基準割合に年１％を加算した割合を、１カ月以降は

　特例基準割合に年７．３％を加算した割合を乗じた額）

※平成３０年においては、納期限後１カ月以内の率は年２．６％、１カ月以降の率は年８．９％となっています。

　国や地方公共団体には、その財政基盤を確保するために、租税等の債権について、裁判所等の司法の執

行機関を通じてではなく、自ら強制的に徴収することができる「自力執行権」が認められています。

　村では、滞納者に帰属する財産について、一連の処分（差押え、換価、配当）による強制換価手続（滞

納処分）を行うことになります。

　村では、滞納者と納期限までに納付してくださっている大多数の皆さまとの公平性を保つために、滞納

処分を厳正に執行しています。皆さまが納めている税金は、福祉や教育などの貴重な財源となりますので、

納期限内の納税にご協力をお願いします。

お問合せ

役場収納課滞納対策係

☎０２９－８８５－０３４０
（内）１３０・１３１

収　　納収　　納

滞納処分について

滞納処分までの流れ

各種差押えの対応について

不動産差押え

　滞納者に対する差押書の送

達によって行い、法務局に差

押えの登記を嘱託します。

　また、質権や抵当権を設定

している金融機関等の権利者

にも差押えの通知をします。

　差押え後も完納されない場

合は、公売により換価します。

　第三債務者である給与・年金支払者に対する

債権差押通知書の送達により行います。

　生活の保護等の観点から一定部分の差押えは

禁止されていますが、給与・年金は継続的な収

入であるため、国税徴収法第６６条の規定により、

滞納税額の全額を徴収できるまで差押えの効力

が及びます。

　第三債務者である銀行等に

対する債権差押通知書の送達

により行います。

　原則として、滞納税額に関

わらず、その全額を差押え・

取立てます。村では県内の銀

行等を中心に、村滞納者の財

産調査を順次行っています。

　第三債務者である取引（売掛）先に対する債権

差押通知書の送達により行います。

　原則として、滞納税額に関わらず、その全額

を差押え・取立てます。継続的な収入であるた

め、国税徴収法第６６条の規定により、滞納税額

の全額を徴収できるまで差押えの効力が及びま

す。

　第三債務者である生命保険

会社等に対する債権差押通知

書の送達により行います。

　差押え後も完納されない場

合は、保険契約を解約し解約

返戻金を取立てます。村では

生命保険会社等に村滞納者の

財産調査を順次行っています。

給与・年金差押え 売掛金差押え

預貯金差押え 生命保険金差押え

滞納処分を強化しています

～納税の公平性を保つために～

滞納処分を強化しています

～納税の公平性を保つために～
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　介護保険では、１カ月ごとの利用者負担が上限額を超えたとき、申請によりその超えた額を高額介護サ

ービス費として払い戻しています。平成２９年８月利用分から、その上限額の一部が変わります。

　高齢化が進み、介護費用や保険料が増大する中、サービスを利用している方と利用していない方との公

平性を保ち、負担能力に応じた負担をお願いするため、世帯のどなたかが住民税を課税されている方（第

４段階の方）の上限額が３７，２００円（月額）から４４，４００円（月額）に引き上げられます。なお、第１～第３段階

の方に変更はありません。

▼年金額アップ・年金の受給資格を得られます

　後納制度は、過去５年間に納め忘れた保険料を納付することで、将来の年金額を増やすことができ

るものです。また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合

があります。過去５年以内に納め忘れた保険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。なお、

後納制度が利用できるのは平成３０年９月３０日までとなっています。

▼ご利用いただける方

①２０歳以上６０歳未満の方で、５年以内に納め忘れの期間（納付・免除以外）や未加入期間がある方

②６０歳以上６５歳未満の方で、①の期間のほか任意加入中に納め忘れの期間がある方

③６５歳以上の方で、年金受給資格がなく任意加入中の方など

※６０歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は申し込みできません。

▼お問い合わせは「ねんきん加入者ダイヤル」へ

　お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

【ねんきん加入者ダイヤル】　☎０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）

※０５０で始まる電話からおかけになる場合は、☎０３－６６３０－２５２５

▼受付時間　月～金曜日　午前８時３０分～午後７時　／　第２土曜日　午前９時～午後５時

※第２土曜日を除く土曜日、日曜日、祝日はご利用いただけません。

※現役並み所得者とは…同一世帯に住民税課税所得１４５万円以上の第１号被保険者がいて、収入が単身

　で３８３万円以上、２人以上で５２０万円以上の方。

◎３年間の時限措置があります

　利用者負担段階が『一般』の方は上限額が４４，４００円（月額）となりますが、長期に介護サービスを利用し

ている方に配慮し、同じ世帯の全ての６５歳以上の方（サービスを利用していない方を含む）の利用者負担割

合が１割の世帯は、３年間に限り年間４４６，４００円（３７，２００円×１２カ月）の上限が設けられ、年間を通しての負

担額が増えないようにされます。

介護保介護保険

お問合せ

福祉介護課介護保険係

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１３・１３２・１３５

高額介護サービス費の

　上限額の一部が変わります

【どうして上限額が変わるの？】

第４段階

４４，４００円

平成２９年７月まで　３７，２００円

平成２９年８月から　４４，４００円

上限額（月額）利用者負担段階区分

現役並み所得者※

一般

（住民税課税世帯で、現役並み所得者に該当しない方）

国民年金後納制度について

高額介護サービス費の

　上限額の一部が変わります
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美浦村食生活改善
推進員協議会

１．さつまいもはよく洗い、皮付きのままラップ

　 にくるんでやわらかくなるまで電子レンジで

　 約５分加熱する。※蒸してもよい。

２．１を厚さ５ｍｍ位に切り、飾り用に５～６枚

　 取り分け、残りをフォークなどでつぶす。

３．つぶしたさつまいもにヨーグルト・卵を加え

　 よく混ぜ、さらにホットケーキミックス・ご

　 まを加え、粉っぽさがなくなるまでさっくり

　 と混ぜる。※固い時は牛乳か水で調整する。

◇材料（フライパン直径２６ｃｍ１枚分）

　さつまいも：２００ｇ、プレーンヨーグルト：１００ｇ、

　卵：１個、ホットケーキミックス：１５０ｇ、黒いり

　ごま：大さじ１、サラダ油：大さじ１／２

◇栄養価（１／６枚分）　

　エネルギー：１７７ｋｃａｌ、タンパク質：４．２ｇ、

　脂質：４．４ｇ、食物繊維：１．５ｇ、食塩相当量：０．３ｇ

けんこうレシピけんこうレシピけんこうレシピけんこうレシピけんこうレシピ
～フライパンでできる簡単ケーキ～

■問合せ　美浦村食生活改善推進員協議会事務局（保健センター内）☎０２９－８８５－１８８９■問合せ　美浦村食生活改善推進員協議会事務局（保健センター内）☎０２９－８８５－１８８９

まを加え、粉っぽさがなくなるまでさっくり

と混ぜる。※固い時は牛乳か水で調整する。

　食生活改善推進員協議会では、小さいお子様から高齢者の方まで幅広く食に関してお手伝いをして

います。その一つとして、福祉介護課とタイアップした「介護予防教室」では、さつまいものパンケ

ーキの試食をしていただきながら、骨粗鬆症予防のために大切な「カルシウムのお話」をぺープサー

トを使って楽しんでいただきました。さつまいものパンケーキはとても手軽な材料で簡単にでき、年

代を問わず美味しく食べられる手作りおやつです。ぜひ作ってみてください。

【対象者】

・今年度中に満６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、

　９５歳、１００歳になる方

・６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器疾患、

ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で身体障害者手帳

１級を取得している方

つじ耳鼻咽喉科クリニック

佐倉クリニック

阿見

稲敷

１８日

（日）

はたかわ医院

ゆはらクリニック

かない皮フ科

いわき内科クリニック

美浦

稲敷

阿見

稲敷

１１日

（日）

４日

（日）

印南クリニック

江 戸 崎 病 院

阿見

稲敷

１８日

（日）

市川ファミリークリニック

江戸崎ひかりクリニック

阿見

稲敷

２５日

（日）

☎０２９‐８０１‐３３８７

☎０２９‐８９２‐７０１１

☎０２９‐８４３‐３３０１

☎０２９‐８３４‐５７７７

☎０２９‐８８５‐２３５８

☎０２９‐８９４‐２００２

☎０２９‐８８８‐８１８８

☎０２９‐８７５‐５１００

☎０２９‐８３４‐２２２２

☎０２９‐８９４‐２６１１

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※問合せ：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

２　

月

３　

月

３月の乳幼児健診
・４カ月児健診　３月１２日（月）

　対象：平成２９年１１月生

・３歳児健診　３月５日（月）

　対象：平成２６年１２月～

　　　　　　平成２７年１月生

《受付》

午後１時～１時４５分

高齢者の肺炎球菌定期予防接種は高齢者の肺炎球菌定期予防接種は

※転入や紛失等で予診票等をお持ちでない方は、保健

　センターへお問い合わせください。

３月３１日まで

４．フライパンにサラダ油を熱し、一度火からお

　 ろし、飾り用のさつまいもを並べ、その上か

　 ら３を流し入れる。

５．蓋をして２０秒ほど強火で焼き、焦げないよう

　 に弱火で約７分焼き、裏返して約３分焼く。

　 竹串をさして、何もついてこなければ出来上

　 がり。

さつまいものパンケーキさつまいものパンケーキ

けんこうレシピけんこうレシピけんこうレシピ
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　　：わいわいタイム　◇対象　未就学児
　火～金曜日：午後３時３０分～３時４５分

　　：お楽しみタイム　◇対象　未就学児
　月曜日、第１・３土曜日：午前１１時１５分～、火・

　水・金曜日：午後２時４５分～（５～１５分程度）

ぴよ：ぴよぴよサロン　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん　火曜日午前１０時～１１時３０分
　＊月に一度、保健師、助産師、栄養士による「育児相談（　）」を行っています。

エン：エンジョイ子育て　◇対象　未就学児
　金曜日午前１０時～１１時３０分

よち：よちよちルーム
◇対象　１歳児（Ｈ２７４．２～Ｈ２８．４．１生）

　水曜日午前１０時～１１時３０分

プチ：ぴよぴよプチ　◇対象　２カ月～９カ月、妊婦さん　木曜日午後１時３０分～１時５０分

子育て支援センターは、未就学児とその保護者が一緒に遊んで交流できる場です。子育て情報

の提供、子育てに関する相談等を通じて子育て支援を行っています。お気軽にご利用ください。

おも：おもちゃ図書館
◇対象　未就学児・障がいのある方

　第２・４土曜日：午前１０時～１１時３０分

３月の子育てひろば

プチ

プチぴよ

おも

月 火 水 木 金 土日

５

２４２３２２２１

２８

２０

２７

１９１８

４ ６

１７１６１５１４１３１２１１

２６

プチ

１０

エン

エン

よち

よち

ぴよ

ぴよ

１ ３２

２５

おも

８７ ９

プチ エン

３１３０２９

【日時】２月２７日（火）午前１０時～正午

【場所】みほふれ愛プラザ２階研修室

【内容】２回食・３回食の調理・試食

【講師】村保健センター栄養士　福岡さん

【対象】村内在住の概ね７カ月～１歳のお子

　　　　さんの保護者

　　　　＊お子さんは無料で託児します。

【締切】２月２０日（火）＊要予約

【申込み・問合せ】子育て支援センター

月齢に応じた食材の味付けや、調理の工夫等、

栄養士さんとお話しながら調理してみません

か？
　２歳前後はお友達との関わりもまだ自己中心。大人が

「貸してって言おうね」（言えない子は両手を重ねたサイ

ンを示す等）とルールを伝えて実際にやらせてみるのが

ポイントです。

　うまくいかなくても、「もう一つあるからこっちで遊ぼ

う」「後で貸してもらおうね」と子どもの気持ちを受け止

めながら、仲介に入ってあげましょう。

　おもちゃの貸し借りは、相手がいて何度も繰り返すこ

とで学んでいくことができます。上手にできたら、たく

さん褒めてあげましょう。　

　　　（監修＝美浦村子育て相談員　枝松慎次郎先生）

子育てＱ＆Ａ子育てＱ＆Ａ子育てＱ＆Ａ ～おもちゃの貸し借りについて～～おもちゃの貸し借りについて～～おもちゃの貸し借りについて～

　友達が遊んでいるおもちゃを何も言わず

に取ってしまいます。どのように対応した

らよいでしょうか？

エン

子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時３０分～午後６時（日曜・祝日休館）
問合せ　
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お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

みほふれ愛プラザ

子育て支援センター

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光 と 風 の 丘 公 園

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

デイサービスセンター

老人福祉センター

シルバー人材センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－６５１１

同上プラザ内

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－８８８５

☎８８５－７０８０

☎８８６－０００７

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

※局番は０２９

の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

春
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続

き
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
災
の

多
く
は
、
た
ば
こ
の
不
始
末
、
コ

ン
ロ
の
消
し
忘
れ
等
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
で
起
き
ま
す
。
火
の

取
扱
い
、
後
始
末
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、

被
害
を
最
小
限
に
防
ぎ
ま
す
。
電

池
の
寿
命
は
約
１０

年
で
す
。
こ
れ

を
機
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
習
慣
が
火
災
を
未
然

に
防
ぎ
、
安
心
安
全
な
街
を
作
り

ま
す
。

◇
問
合
せ　

い
な
ほ
消
防
署
☎
０

２
９

－

８
９
２

－

０
１
１
９

１６

条
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◇
応
募
方
法　

村
指
定
の
登
録
申

込
書
を
役
場
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
込
書
は
、
役
場
総
務
課

で
交
付
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
可
能
。

◇
選
考
方
法　

後
日
、
応
募
者
に

通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課
人
事
担
当

　

３
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）
ま

で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春

　

村
で
は
、
非
常
勤
の
保
育
士
を

募
集
し
ま
す
。

◇
職
務
内
容
・
募
集
人
数　

乳
幼

児
の
保
育
・
３
名
程
度

◇
応
募
資
格　

美
浦
村
に
通
勤
可

能
な
６５

歳
未
満
の
方
で
、
保
育

士
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

成
３０

年
３
月
３１

日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

◇
報
酬
額　

日
給
８
０
０
０
円

◇
勤
務
場
所　

村
内
の
保
育
所

◇
勤
務
時
間　

午
前
８
時
３０

分
〜

午
後
５
時
１５

分
（
月
に
数
回
早

番
・
遅
番
有
り
）

※
短
時
間
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
欠
格
事
項　

地
方
公
務
員
法
第

　

好
文
亭
梅
朝
（
こ
う
ぶ
ん
て
い

ば
い
ち
ょ
う
）
さ
ん
の
楽
し
い
落

語
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
。
当
日
開
始
時
間
ま

　

で
に
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３

月
４

日
（
日
）
午
後
１

時
３０

分
〜

◇
演
目　

厩
火
事
（
う
ま
や
か
じ
）

◇
会
場
・
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン

タ
ー

◇
日
時　

２
月
２０

日
（
火
）
午
後
１

時
３０

分
〜
３
時

◇
会
場　

み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
２

階
研
修
室

◇
対
象
者

・

直
売
所
出
荷
者

・

新
た
に
農
業
を
始
め
る
方

・

花
や
野
菜
作
り
に
興
味
の
あ
る
方

※

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
。

◇
内
容　

キ
ク
や
ア
ス
タ
ー
等
の

切
り
花
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
、
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
向
け
切
り
花
の

栽
培
と
加
工
方
法
、
と
う
も
ろ

こ
し
や
枝
豆
等
の
夏
野
菜
の
栽

培
ポ
イ
ン
ト
、
農
産
加
工
品
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
等

◇
主
催
・
問
合
せ　

稲
敷
地
域
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９

－

８
９
２

－

２
９
３
４

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
て

い
け
る
よ
う
、
介
護
予
防
を
目
的

と
し
た
教
室
で
す
。

◎
や
ま
ゆ
り
運
動
教
室
（
一
般
介
護

予
防
事
業
）
４
〜
６
月
コ
ー
ス

◇
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日
（
週

２
回
）
、
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時

３０

分

※

原
則
３
カ
月
。

◇
会
場　

美
浦
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
用

い
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

◇
対
象
者　

村
内
在
住
の
６５

歳
以

上
で
、
医
師
の
指
示
に
よ
る
運

動
制
限
が
な
い
方

◇
定
員　

８
名
程
度

※

先
着
。
定
員
を
超
え
た
際
は
次

回
の
コ
ー
ス
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

◇
費
用　

１
回
２
０
０
円

◇
申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
介
護

課
内
・
内
線
１
３
５
）

非
常
勤
一
般
職
員

（
保
育
士
）
募
集

や
ま
ゆ
り
運
動
教
室

参
加
者
募
集

春
季
全
国
火
災
予
防

運
動

『
火
の
用
心

　
　
　

こ
と
ば
を
形
に

　
　
　
　
　
　
　

習
慣
に
』

直
売
所
向
け
「
切
り
花
・

野
菜
の
栽
培
講
習
会
」

第
２１

回
梅
朝
基
礎
落
語
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◎
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
プ
指

導
員
《
正
規
職
員
》

◇
募
集
人
数　

１
名

◇
応
募
資
格　

昭
和
５３
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
雇
用
期
間　

平
成
３０
年
４
月
１

日
か
ら

※
早
期
勤
務
開
始
希
望
は
要
相
談
。

◇
給
与　

社
会
福
祉
協
議
会
給
与

等
に
関
す
る
規
定
に
よ
る

◇
試
験
方
法　

面
接
試
験
、
論
文

試
験

◎
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
プ
指

導
補
助
員
《
臨
時
職
員
》

◇
募
集
人
数　

１
名

◇
応
募
資
格　

昭
和
３８
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
雇
用
期
間　

平
成
３０
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
（
更
新
あ
り
）

※
早
期
勤
務
開
始
希
望
は
要
相
談
。

◇
給
与　

日
給
６
８
０
０
円
〜
７

６
０
０
円
（
所
有
資
格
に
よ
る
）
、

　

交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
加
入
、

賞
与
年
２
回
、
処
遇
改
善
加
算
、

有
給
休
暇
あ
り
、
そ
の
他
規
程

に
基
づ
き
支
給

※
昇
給
あ
り
。

◇
試
験
方
法　

面
接
試
験

◎
共
通
事
項

◇
応
募
資
格

・
経
験
不
問
（
実
務
経
験
、
看
護

師
や
介
護
等
の
資
格
が
あ
れ
ば

な
お
可
）

・
普
通
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

を
有
す
る
人

◇
勤
務
場
所　

美
浦
村
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
プ

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
休
業
。

◇
勤
務
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分　

◇
試
験
日
等　

２
月
実
施
予
定

※
詳
細
に
つ
い
て
は
応
募
者
に
通

知
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法　

２
月
２０
日
（
火
）
ま

で
に
自
筆
の
履
歴
書
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
提
出
。

※
正
規
職
員
、
臨
時
職
員
の
希
望

を
記
載
す
る
こ
と
。

◇
問
合
せ　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　

村
で
は
、
難
病
患
者
の
方
に
対

し
「
難
病
患
者
支
援
費
」
を
年
２
回

支
給
（
４
〜
９
月
分
を
９
月
支
給

・
１０
〜
３
月
分
を
３
月
支
給
）
し

て
お
り
、
支
給
の
申
請
手
続
き
は
、

そ
の
都
度
必
要
で
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
は
、
申

請
期
間
内
に
役
場
福
祉
介
護
課
で

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
介
護
課

に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方
。

・

村
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・

指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

・

第
一
種
社
会
福
祉
事
業
の
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

・

生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

・

指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証

・

印
鑑

・

新
規
、
口
座
変
更
、
銀
行
統
廃

合
の
場
合
は
、
振
込
先
口
座
の

通
帳
の
写
し

◇
申
請
受
付
期
間
（
３
月
支
給
分
）

　

２
月
１
日
（
木
）
〜
２８
日
（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
支
援
額　

月
額
３
０
０
０
円

※
申
請
者
個
々
の
金
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

◇
支
給
対
象
月　

１０
月
〜
３
月
分

※
４
月
〜
９
月
分
の
支
給
該
当
者

で
８
月
に
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、
そ
の
間
が
該
当
で
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
受
給
者
証

の
提
示
に
よ
り
、
最
大
で
１２
か

月
分
申
請
で
き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課

広報みほに広告を掲載しませんか？

■募集期限　平成３０年２月２１日（水）　　■募集対象　事業の広告（イベント等の告知も可）

■規格・枠数　共通サイズ・縦４０ｍｍ×横８５ｍｍ

　　　　　　①裏表紙下段（カラー）２枠

　　　　　　②表・裏表紙以外の下段（モノクロ）６枠

※１事業所１枠としますが掲載枠の空き状況により２枠を合併（全枠・縦４０ｍｍ×横１７０ｍｍ）として

　申し込むこともできます。その場合の掲載料は２枠分として換算します。

■掲載料　①５０，０００円／年（空き状況による１カ月分のみの掲載は４，５００円／月）

　　　　　②３０，０００円／年（空き状況による１カ月分のみ掲載は２，７００円／月）

■決定方法　申し込み多数の場合は村内の企業等を優先したうえで抽選を実施して決定します。

■掲載期間　平成３０年４月号～翌年３月号　　■発行部数　毎号６，０００部

※その他詳細につきましては村ホームページをご覧いただくか、役場総務課までお問合せください。

■申込・問合せ　役場総務課

４月号から表紙と裏表紙が毎号カラーに！４月号から表紙と裏表紙が毎号カラーに！

▼次ページに広告イメージを掲載しています。

新事業

　村では地域産業の発展と新たな財源の確保を目的として、広報みほ平成３０年４月号から翌年３月

号に掲載する有料広告を募集します。申し込みは年度単位（１２カ月連続の掲載）を原則としますが、

空き状況によっては１カ月分のみの掲載も可能です（随時募集）。ぜひご検討ください。

　村では地域産業の発展と新たな財源の確保を目的として、広報みほ平成３０年４月号から翌年３月

号に掲載する有料広告を募集します。申し込みは年度単位（１２カ月連続の掲載）を原則としますが、

空き状況によっては１カ月分のみの掲載も可能です（随時募集）。ぜひご検討ください。

美
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
・
臨
時
職
員
募
集

難
病
患
者
支
援
費
の

ご
案
内
（
３
月
支
給
）
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◇
対
象　

美
浦
村
に
住
所
を
有
し
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
母

子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
の
方

･

自
家
住
宅
を
所
有
せ
ず
、
住
ま

　

い
を
有
料
で
借
り
て
い
る
方

･

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
の

　

範
囲
内
に
あ
る
方

･

同
一
世
帯
内
に
村
の
税
お
よ
び

　

使
用
料
の
滞
納
者
が
い
な
い
方

◇
手
当
の
額　

月
額
４
０
０
０
円

◇
申
請
方
法　

母
子
・
父
子
福
祉

住
宅
手
当
申
請
書
、
村
税
等
確

認
同
意
書
、
住
居
賃
貸
契
約
書

の
写
し
、
家
賃
に
係
る
領
収
書

の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先
の
分
か

る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
村
教

育
委
員
会
子
育
て
支
援
課
へ
直

接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

は
支
給
ご
と
に
毎
回
必
要
で
す
。

◇
後
期
（
３
月
）
支
給
分
申
請
期
限

３
月
１６
日
（
金
）

◇
問
合
せ　

村
教
育
委
員
会
子
育

て
支
援
課
（
役
場
内
）

　

児
童
館
で
は
、
小
学
校
の
放
課

後
に
大
谷
時
計
台
児
童
館
・
木
原

城
山
児
童
館
・
安
中
小
学
校
で
開

設
し
て
い
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
の
平
成
３０
年
度
入
会
児
童
を

募
集
し
ま
す
。

◇
対
象
児
童　

仕
事
や
病
気
等
、

　

保
護
者
の
事
情
に
よ
り
放
課
後

家
庭
に
お
い
て
健
全
な
育
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学

１
〜
６
年
生

◇
利
用
時
間　

放
課
後
か
ら
保
護

者
が
迎
え
に
来
れ
る
時
間
ま
で

※
最
長
で
午
後
６
時
１５
分
ま
で
。

◇
申
込
方
法　

各
児
童
館
で
配
布

し
て
い
る
「
入
会
申
請
書
」
と
家

庭
状
況
に
応
じ
た
「
各
種
証
明

書
」
用
紙
（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、
加
入

を
希
望
す
る
児
童
館
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
安
中
小
学
校
で
開
設
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
安
中
学

区
児
童
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
入
を

希
望
す
る
場
合
は
、
大
谷
時
計

台
児
童
館
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間　

２
月
２１
日
（
水
）
〜

２
月
２８
日
（
水
）
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
５
時
３０
分

※
土
・
日
を
除
き
ま
す
。

◇
問
合
せ　

大
谷
時
計
台
児
童
館
、

木
原
城
山
児
童
館

　

平
成
２９
年
１０
月
２０
日
に
説
明
会

を
行
っ
た
、
稲
敷
東
部
台
都
市
計

画
ご
み
焼
却
場
（
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
）
の
決
定
に
つ
い
て
、
都

市
計
画
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
案
に
対
し
て
ご
意
見
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間　

２
月
７
日
（
水
）
〜

２
月
２０
日
（
火
）

※
閉
庁
日
を
除
く
。

◇
意
見
書
提
出
方
法　

縦
覧
場
所

に
備
付
け
の
意
見
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
期
限
内
必
着
に

て
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。　

◇
提
出
期
限　

２
月
２０
日
（
火
）

◇
提
出
先　

稲
敷
市
長
田
口
久
克

あ
て
（
稲
敷
市
都
市
計
画
課
扱

い
）
〒
３
０
０

－

０
５
９
５
稲

敷
市
犬
塚
１
５
７
０
番
地
１

◇
縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

稲
敷
市

都
市
計
画
課
☎
０
２
９

－

８
９

２

－

２
０
０
０

◇
日
時　

２
月
２５
日
（
日
）
午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
３０
分

◇
内
容　

人
工
肛
門
･
人
工
膀
胱

保
有
者
た
め
の
講
習
会

※
専
門
看
護
師
の
講
演
・
相
談
、

　

懇
談
会
、
装
具
の
展
示
等
。

◇
会
場　

市
民
ホ
ー
ル
や
た
べ
２

階
大
会
議
室
（
つ
く
ば
市
谷
田

部
４
７
１
１
番
地
）

※
駐
車
場
あ
り
。

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
資
料
、

お
弁
当
代
他
）

◇
申
込
締
切　

２
月
１９
日
（
月
）

◇
申
込
･
問
合
せ　

公
益
社
団
法

人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城

県
支
部
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー
長

（
北
村
）
☎
０
２
９－

８
７
６－

６
８
３
８

　

村
で
は
、
借
家
住
ま
い
の
母
子

父
子
家
庭
の
方
に
対
し
、
母
子
父

子
福
祉
住
宅
手
当
を
年
２
回
（
９

月
と
３
月
）
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

（広告欄）

《広告イメージ》

広告に関する一切の責任は各広告主に帰属し、村がその内容について推奨等をするものではありません。

△ △ △ 商 店

暮らしのことならお任せください！

美浦村◎◎１１１１－１１

☎０２９－８８５－○○○○

・裏表紙広告も同じサイズです。

・裏表紙広告はカラー、表紙裏表紙以外の

　ページに掲載する広告はモノクロです。

皆さんのお申込みをお待ちしております。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

※
入
会
し
た
児
童
の
保
護
者
の
方

　

に
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
会

　

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。（
年
会
費：

一
世
帯

　

に
つ
き
１
０
０
０
円
）

母
子
父
子
福
祉
住
宅

手
当
（
３
月
支
給
）

稲
敷
東
部
台
都
市
計
画
ご

み
焼
却
場
決
定
案
の
縦
覧

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

（１２月１日～３１日）

１２月３１日現在死者ゼロ継続１８８日

発生件数

負傷者数

死者数

２

　２

０

年累計

（　２５　）

（　３１　）

（　　１　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況
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若
年
者
や
離
職
さ
れ
休
職
中
の

方
を
対
象
に
、
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
複
数
の
企

業
の
人
事
担
当
者
と
直
接
お
会
い

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

参
加
費
無
料
。

◇
日
時　

２
月
１５
日
（
木
）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
午
後
１

時
〜
受
付
）

◇
会
場　

茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎

２
階
大
会
議
室

※

来
場
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
Ｊ
Ｒ
水
戸
駅
か

ら
徒
歩
約
１０
分
）

◇
対
象
者　

若
年
者
や
離
職
中
の

求
職
者

◇
参
加
事
業
所　

約
３０
社

◇
問
合
せ　

県
労
働
政
策
課
い
ば

ら
き
就
職
・
生
活
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

２
３
３

－

１
５
７
６

　

特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
が
、
改
正
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
使
用
者
と
労
働
者
が
合
意

し
「
特
定
最
低
賃
金
額
」
未
満
の
賃

金
で
労
働
契
約
を
結
ん
で
も
、
そ

の
賃
金
は
無
効
と
さ
れ
「
特
定
最

低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・

鉄
鋼
業　

時
間
額
８
９
２
円

・

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業　

時
間
額
８
５
９
円

・

計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器

　

・
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
、
時
計
・
同
部
分

品
製
造
業　

時
間
額
８
５
５
円

・

各
種
商
品
小
売
業　

時
間
額
８

２
８
円

※
次
の
①
〜
③
に
掲
げ
る
者
等
は

特
定
最
低
賃
金
の
適
用
が
除
外

さ
れ
、
茨
城
県
最
低
賃
金
（
時

間
額
７
９
６
円
）
が
適
用
。

①
１８
歳
未
満
ま
た
は
６５
歳
以
上
の
者

②
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
者
で
あ

っ
て
、
技
能
習
得
中
の
者

③
清
掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
者

◇
効
力
発
生
日　

い
ず
れ
も
平
成

２９
年
１２
月
３１
日

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９－

２
２
４－

６
２
１
６
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　

積
雪
の
影
響
に
よ
る
樹
木
接
触

や
樹
木
倒
壊
等
に
よ
り
、
電
線
が

切
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

切
れ
て
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
電
線

に
は
、
絶
対
に
手
を
触
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
電
線
に
樹
木
や
看
板
、

ア
ン
テ
ナ
等
が
接
触
し
て
い
る
場

合
も
大
変
危
険
で
す
。
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ド
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

☎
０
１
２
０－

９
９
５－

０
０

７
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.te

p
co

.co
.jp

/p
g
/in

d
e
x

-j.h
tm

l)

《
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
速
報
》

　

居
住
地
域
を
登
録
す
れ
ば
、
停

電
・
雨
雲
・
地
域
情
報
等
を
プ
ッ

シ
ュ
通
知
で
い
ち
早
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
式
）

（h
ttp

://w
w
w
.te

p
co

.co
.jp

/in

fo
/sp

_
a
p
p
-j.h

tm
l)

竪穴住居復元プロジェクト に参加しませんか？

　平成１５年度に住民有志によって屋外展示物として復元され、

陸平貝塚公園のシンボルとなっていた竪穴住居が、昨年１１月に

残念ながら焼失してしまいました。長年親しまれてきた竪穴住

居を惜しむ声も多く、また、歴史教材として公園に欠かせない

ものであることから、平成３０年度に住民参加プロジェクトとし

て、再び手作りで復元することになりました。

　つきましては、下記のとおりプロジェクトの参加者を募集し

ます。みんなで縄文時代を学びながら、できるだけ忠実に、そ

して楽しみながら、新たなシンボルとなる竪穴住居を復元して

いきたいと考えています。建築等の知識・技術の有無は問いま

せんので、興味のある方はぜひご参加ください。

成３０年４月から平成３１年３月までの間、土日を中心に２０日程度実施予定

会、設計、木の伐採などの材料調達、組立・屋根葺き等の復元作業等

　電話もしくは窓口で３月３１日までにお申込みください

　美浦村文化財センター☎０２９－８８６－０２９１（美浦村土浦２３５９）

成３０年４月から平成３１年３月までの間、土日を中心に２０日程度実施予定

会、設計、木の伐採などの材料調達、組立・屋根葺き等の復元作業等

　電話もしくは窓口で３月３１日までにお申込みください

　申込・問合せ　美浦村文化財センター☎０２９－８８６－０２９１（美浦村土浦２３５９）

竪穴住居復元プロジェクト に参加しませんか？

平成１５年度に住民有志によって屋外展示物として復元され、

陸平貝塚公園のシンボルとなっていた竪穴住居が、昨年１１月に

いきたいと

せんので、

申込・問申込・問申込申込 問

美浦村

メガソーラー

美浦村

メガソーラー

１２月の発電量

累計（今年度）

１６０，８７９

２，１９９，９２４

（単位：ｋＷｈ）

元
気
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
（
水
戸
会
場
）

切
れ
た
電
線
に
は
触

ら
な
い
で
！

茨
城
県
の

特
定
最
低
賃
金
改
正
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで

相談を受け付けています。

弁護士による法律相談

※事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０

主催　美浦村社会福祉協議会

日時

※３月１日（木）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは

ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等

何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

２月１９日（月）・３月１９日（月）

午後１：００～３：００

地域交流館みほふれ愛プラザ

日時

場所

問合せ先　役場福祉介護課

３月２８日（水）

午後１：３０～４：００

３月５日（月）・１９日（月）

午後１：００～３：００

２月２３日（金）
午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
実
施
。

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
。

◇
２
月
・
３
月
の
実
施
日
時　

２

月
１４
日
・
２８
日
、
３
月
１４
日
・

２８
日
、
午
後
５
時
１５

分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
の
発

行
、
印
鑑
登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
交
付
、
戸
籍
届
書
の
預
か
り

※
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
平
日
の
午
前
８
時
３０

分

〜
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
予
約

い
た
だ
け
れ
ば
、
土
・
日
・
祝
日

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

２
・
３
月
の
第
２
日
曜
日
実
施
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
２
月
・
３
月
の
実
施
日
時　

２

月
１１
日
、
３
月
１１
日
、
午
前
８

時
３０

分
〜
午
後
０
時
３０

分

◇
カ
ー
ド
申
請
の
お
手
伝
い　

マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
を

希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
カ
ー

ド
の
申
請
を
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
（
写
真
撮
影
無
料
）
。
次

の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約
）

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日

交
付
・
申
請
補
助

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

２月の納税

固 定 資 産 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

※納期限は２月２８日（水）です。

（４期）

（６期）

（８期）

（８期）

・

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

兼
電
子
証
明
発
行
申
請
書

・

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
写
真
付
き
公
的

身
分
証
明
書
）

※
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書
が

な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
等
２
点
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
し
て
、
相
続
登
記
に
関

す
る
相
談
を
県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所
に
お
い
て
無
料
で
実
施
し

ま
す
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
期
間　

２
月
の
１
カ
月
間

※

土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
相
談
内
容　

相
続
登
記
に
関
す

る
相
談

◇
申
込
・
実
施
場
所　

県
内
の
各

司
法
書
士
事
務
所

◇
問
合
せ　

茨
城
司
法
書
士
会
☎

０
２
９

－

２
２
５

－

０
１
１
１

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
関
東
農
産
株
式
会
社　

使
用
済

切
手

○
匿
名
１
件　

使
用
済
切
手

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み
女
性
部
美
浦

支
部　

２
万
５
０
８
５
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
報
み
ほ
平
成
３０

年
１

月
号
の

掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

掲
載
し
て
い
る
広
報
み
ほ
電
子
版

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
）
は
正
し
い
内
容

に
訂
正
し
て
あ
り
ま
す
こ
と
を
申

し
添
え
ま
す
。

◎
広
報
み
ほ
平
成
３０
年
１
月
号

　

（
ナ
ン
バ
ー
６
７
０
）

◇
該
当
箇
所　

５

ペ
ー
ジ
「
む
ら

の
話
題
」
故
後
沢
綱
吉
氏
に
旭

日
単
光
章

◇
訂
正
内
容

・

誤　

後
沢
綱
吉
氏

・

正　

後
沢
綱
義
氏

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課

　

善　
　

意

●
　

●
　

●
　

●
　

●

お

詫

び

電話相談　月～金曜日

来所・訪問相談　月・水・金曜日（要予約）

時間

　月・水・金曜日　午前９時～午後５時
　火・木曜日　午後２時～４時

会場・相談・予約

　光と風の丘公園クラブハウス内
　☎・　０２９－８８５－７０８０ＦＡＸ

相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
・
無
料
相
談



①成人式を迎えての心境 ②今、好きなことや頑張っていること

③将来の目標・夢 ④美浦村にひとこと！

①成人式を迎えての心境 ②今、好きなことや頑張っていること

③将来の目標・夢 ④美浦村にひとこと！

しています。

再生紙を使用

①「大人になったんだなぁ」という嬉し
さと、「なってしまったんだな」とい
う不安のようなものが両方あります。

②大学の学生自治会に所属したり、学
生生活を謳歌しています。

③サービスについて学んでいます。学
んだことを活かせるような仕事に就
きたいです。

④恵まれたこの美浦村で育ってきたこ
とに誇りを持っています。

①みんなに会えて、みんな変わっ
てなくてウキウキしています。

②食品関係の会社で仕事を頑張っ
ています。早く一人前になりた
いです。

③自分の店（車屋）を持つことです。
④もうちょっと店が増えて、街並

みが明るくなってくれればなと
思います。

①２０歳の実感が湧きません。嬉しい気

持ちでもあります。

②もう一年学校に通うので、学業に励

みたいです。

③今学んでいること（デザイン）を活か

した事がしたいです。

④日本全国、数少ない”村”で生活でき

て、貴重な経験になったと思います。

①まだ実感がないです。成人を迎え
て立派な大人になりたいです。懐
かしい友人たちに会えてウキウキ。

②人と接することが好きです。親に
恩返しをするために、色々と地道
に努力したいです。

③居酒屋を経営することです。

④いろいろな店が増えてほしいです。

①２０歳になった実感はないけど、自由になれた気がします。

②仕事を頑張っています。甥っ子と姪っ子と遊ぶのが好き。

③早く結婚して、良いイクメンになりたいです。

④もっと明るくなって、美しい村になって欲しいです。

〈平成３０年１月１日現在の人口と世帯数〉 男８,０４６　女７,６４１　計１５,６８７（前月比－３６）世帯数６,６８１（前月比－１０）

広報みほ（№６７１・平成３０年２月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

（左から）

正慶はるかさん、中鉢みなみさん、成嶋奈々さん

（左から）

小宮山翔太さん、瀬戸口亮さん、山田歩夢さん

正慶 はるかさん

小宮山 翔太さん

瀬戸口 亮さん

山田 歩夢さん

中鉢 みなみさん

成嶋 奈々さん

①まだあまり実感がないけど、嬉しく思っています。

②ゴルフ場で働いています。今は仕事で精いっぱいです。

③色々なことに挑戦していきたいです。

④ずっとこのままの美浦村でいてほしいな～
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